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嘉靖年間の温州における倭寇
呉 　征　　濤
Japanese Pirates Who Attacked Wenzhou during the Jiajing Period
WU Zhengtao
Abstract
 From the 14th to the 16th centuries, Japanese pirates in East Asian waters 
frequently attacked coastal mainland China. Wenzhou, located in the southeast of 
Zhejiang Province, especially suﬀ ered frequent attacks from Japanese pirates. By 
analyzing invasions by Japanese pirates of Wenzhou, and the relationship 
between Wenzhou and Japanese pirates, it is possible to understand the coastal 
situation in that era southeast of Wenzhou in Zhejiang Province. At the same 
time, through this analysis, it is possible to clarify the more deep-seated reasons 
why Japanese pirates attacked Wenzhou during the Jiajing Period. This study 
examines the entirety of East Asian waters as background, with a speciﬁ c focus 
on the Japanese pirates who attacked Wenzhou. It answers why Japanese 
pirates attacked Wenzhou frequently during the Jiajing Period（1522-1566） in the 
Ming Dynasty.
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はじめに
　唐代に現代の浙江省東南部の行政区域として温州の名が史上初めて登場する。南宋の詩人で
ある楊蟠が「咏永嘉」に、「一片繁華海上頭、従来喚作小杭州」1）と、浙江省の東南部沿海に位
置する温州を「小杭州」と評した。その後、元初に、楊蟠がいう永嘉は再び「温州」と名を改
められ、中国の歴史上に知られることになる。温州は中国沿海部に位置する港市で、浙江東南
部の「玄関」といわれ、海上貿易を通して各地域との交流も盛んであった。14世紀から16世紀
にかけて東アジア海域で活動していた倭寇が頻繁に中国大陸の沿海部に侵入すると、温州は倭
寇によって深大な損害を被った。それに対して明王朝が海禁政策を採ったため、その影響によ
り日本を主要な貿易対象国としていた温州は、港市としての地位が低下するとともに、倭寇に
よる襲撃は温州当地の海上貿易を破壊した2）。
　このような温州を襲撃した倭寇の実態を明らかにするとともに、温州と倭寇との関係を通じ
て、明代の温州、さらに浙江東南部における状況を明らかにすることは、温州という一つの地
域の側面を究明できるものと考える。
　倭寇が温州を襲撃した史料としては、『明実録』、『明史』や地方志などが挙げられる。これら
の史実から、倭寇が温州に侵入した特徴を分析すると、当時の温州付近の沿海状況が浮かび上
がってくる。さらには、嘉靖年間における倭寇が頻繁に温州を襲撃した原因を追究することも
できると考える。
　しかし、これまでの倭寇に関する先行研究には、全体的に明代中国における沿海部の倭寇に
ついて述べた成果が多いが、温州を襲撃した倭寇についてはとくに注目されていない。温州一
地域に限定して倭寇について述べた先行研究に、蔡瑞霞氏による「明代温州倭寇研究」3）がある。
蔡氏の研究は倭寇活動の特徴を時期別に着目したが、概括的な紹介にとどまっている。また、
田中健夫氏は嘉靖年間の倭寇「嘉靖大倭寇」に注目したが4）、温州への襲撃が多かったことにつ
いて問題視していない。
　そこで、本論は、東アジア地域を背景に、微視的に温州地域の視点に立つことで、明代の嘉
靖年間における温州を襲撃した倭寇の実態を明らかにするものである。
 1） 『永嘉県志』中国方志叢書、光緒八年刊、民国二十四年補刻版、芸文・詩外、巻三十三、成文出版社、
1983年 3月、3340頁。
 2） 『温州港史』、人民交通出版社、1990年 2月、28頁。
 3） 蔡瑞霞「明代温州倭寇研究」、『浙江学刊』、2010年05期、41～46頁。
 4） 田中健夫氏は『倭寇―海の歴史』で「嘉靖大倭寇」の始まりに関して、「嘉靖32年（1553）王直は倭寇
をひきつれて大挙して中国沿岸を襲った……これより数年間が嘉靖大倭寇の最盛期となった。」と指摘して
いる。（田中健夫、『倭寇―海の歴史』、教育社、1982年 2月、137‒138頁。）
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一、明代倭寇の温州への襲撃
　明代の『太祖実録』に、温州を襲撃した倭寇に関する最初の記録が見られる。
（洪武三年六月）是月、倭夷寇山東、轉掠温、台、明州傍海之民、遂寇福建沿海郡県。福州
衛出軍捕之、獲倭船一十三艘、擒三百餘人5）。
　これにより、洪武 3年（1370） 6月に、倭寇が山東、温州、台州、明州（寧波）などの地域
を襲撃したことがわかる。また、その翌年の10月に、
十月庚辰朔、癸巳、日本國王良懷、遣其臣僧祖来進表箋、貢馬及方物、并僧九人来朝、又
送至明州、台州被虜男女七十餘口。先是、趙秩等往其國宣諭……至是奉表箋稱臣、遣祖来
隨秩入貢6）。
とあるように、明王朝から日本国王と見なされた懐良が明への朝貢のために僧侶を派遣して、
過去に倭寇が奪い取った百姓を送還して、友好な姿勢を示したが、洪武 5年（1372）の記録には、
己丑、命羽林衛指揮使毛驤、於顯、指揮同知袁義等、領兵捕逐蘇、松、温、台瀕海諸郡倭
寇7）。
癸卯、指揮使毛驤敗倭寇於温州下湖山、追至石塘大洋、獲倭船十二艘、生擒一百三十餘人、
及倭弓等器送京師8）。
とあり、倭寇の明への襲撃は止まっていない。明太祖が日本に倭寇規制を要請したが、当時の
日本は南北朝の混乱期に陥り、倭寇への規制ができなかった。温州の倭寇による被害はこの時
期から始まり、その後長期に渡って続いた。
　次に、倭寇の温州への侵攻ルートを見てみたい。万暦『温州府志』には次のように記録され
ている。
日本居大海中、東南則琉球、呂宋諸国、西北則月氏、朝鮮諸国。倭夷自本国開船時、遇東
 5） 『太祖実録』、洪武三年六月乙酉、巻五十三、中央研究院歴史語言研究所、1966年 9月、1056頁。
 6） 『太祖実録』、洪武四年六月癸巳、巻六十八、1280‒1282頁。
 7） 『太祖実録』、洪武五年六月己丑、巻七十四、1360頁。
 8） 『太祖実録』、洪武五年六月癸卯、巻七十四、1371頁。
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北風、則必由薩摩洲或五島至大小琉球、而視風之變遷、北風多則犯廣東、東風多則犯福建、
東北風多則至韮山、大陳、積䖫、䌀山、大鹿、而犯温州、或進烏紗門、普陀、而犯舟山、
定海、或徑由韮山、而犯象山、昌国、台州……大抵倭船之来、恒在清明之後、以其東北風
多。若過五月、風自南来、倭不利矣。重陽後、風亦有東北、若過十月、風多西北、倭亦不
利矣9）。
　日本から東北風が多く吹けば、帆船はその風を受けて薩摩、五島列島から直ちに浙江中部沿
海地区に到着することができる。とくに、寧波府象山の韮山から沿海に沿って南に向かって行
けば温州に到着することができる。倭寇が東北風を利用した場合は、温州へ向けて出航するの
が便利であったことが知られる。また、清明節が過ぎた後は東北風が多く、そのため日本の九
州10）の南西方面に位置する温州は、倭寇による大いなる被害を受けていた。
　また、清代乾隆年間の洪若皋が書いた『海寇記』には、倭寇に関して次のように記録されて
いる。
從来防海者、防倭。倭遠処東海中、號日本国。所統五畿、七道、五百七十三郡。自漢以来、
不通中国。雖元世祖征倭師敗、亦非倭始釁。䋻元末、張士誠、方国珍餘黨遁入海、始往往
引為患。明太祖遣萊州知州趙秩往諭、国王良懷因通朝貢、設市舶司於浙東互市。由是、倭
熟識邊隘、寇警時聞11）。
　古くから、海上防衛の重点は倭寇を防御することであった。「倭」という国は、遠く東海にあ
り、全国を五畿、七道に分け、五百七十三郡を擁し、「日本国」と号した。漢代以降、中国との
関係は緊密ではなかった。元世祖の日本遠征によって倭寇が始まったのではない。元末に至っ
て、朱元璋との戦いで敗北した張士誠、方国珍らの残党が海上に逃亡し、倭人を掠奪に誘い込
んだのが倭寇の始まりとされている。ついで太祖が趙秩を派遣し、日本との朝貢関係が築かれ、
互市のために、浙江の東部に市舶司12）が設けられた。しかしこれによって、倭人が私的に中国
と貿易することができなくなった。そこで、沿海に設置された衛所の配置の隙を窺って、倭寇
が頻繁に侵入してきた、と洪若皋が記している。清中期の人々は倭寇をこのように認識していた。
　明代温州を襲撃した倭寇に関する記録は数多く残されている。倭寇は、明初の洪武年間から
末期の万暦年間まで、頻繁に温州を襲撃している。そこで、『明実録』、『明史』や地方志等を参
 9） 『温州府志』、稀見中国地方志彙刊十八、明万暦三十三年刻本、巻之六、兵戎志、1992年12月 1日、143頁。
10） 樊樹志の「“倭寇新论 ”―以“嘉靖大倭寇”为中心」によると、日本の九州をはじめ、長門、播磨、紀伊
等地域の日本人が王直、徐海の海上勢力に加入し、活動していた。王直は九州の平戸、五島列島を根拠地
とし、大船隊を引率し中国沿海を襲撃していたとされている。
11） （清）洪若皋『海寇記』、広文書局、1968年 1月、 1頁。
12） 浙江の寧波（明州）に設けられ、後の「寧波の乱」の発生地である。
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考に、温州を襲撃した倭寇の記録と各年における倭寇の温州襲撃回数を表 1と図 1に示した。
13） （明）鄭若曾「浙江倭変記」、『籌海図編』、巻五、中華書局、2007年 6月、320頁。
14） （清）李琬・斉召南『温州府志』中国方志叢書、乾隆二十五年刊、民国三年補刻版、卷八、兵制、成文出
版社、1983年 3月、437頁。
15） 『太祖実録』、洪武三年六月乙酉条、巻五三、1056頁。
16） （明）薛俊『日本考略』百部叢書集成、芸文印書館、1967年、11頁。
17） 『太祖実録』、洪武五年六月庚子条、巻七四、1371頁。
18） （明）鄭若曾「浙江倭変記」、『籌海図編』、巻五、320頁。
19） 『永楽楽清県志』天一閣蔵明代方志選刊、巻四、上海古籍書店、1981年12月、18頁。
20） （明）黄俣卿『倭患考原』北京図書館古籍珍本叢刊、書目文献出版社、1987年、358頁。
21） （明）薛俊『日本考略』、11‒12頁。
22） 同書、12頁。
23） 『弘治温州府志』天一閣蔵明代方志選刊続編、卷九、武勲、1990年12月、上海書店、383頁。
24） 同書、384頁。
25） （清）李応珏『浙志便覧』中国方志叢書、光緒二十二年刊本、卷八、成文出版社、1974年、594頁。
表 1　明代温州を襲撃した倭寇一覧表
西暦 中国暦 和暦 月 地　　名 記　　録 出　典
1369 洪武02 正平24 温州中界山、永嘉、玉環
洪武二年、倭犯温州。中界山、永嘉、玉環諸
処皆被剽掠。 『籌海図編』
13）
1370 洪武03 建德01
5 温州中界山、玉環諸地 五月復寇温州中界山、玉環諸処。 『温州府志』
14）
6 温州
是月、倭夷寇山東、轉掠温、台、明州傍海之
民、遂寇福建沿海郡県。福州衛出軍捕之、獲
倭船一十三艘、擒三百餘人。
『太祖実錄』15）
1372 洪武05 文中01
5 温州、永嘉、楽清
國朝洪武五年五月五日、船二百隻寇温州府永
嘉、楽清等県。 『日本考略』
16）
6 温州
指揮使毛驤敗倭寇於温州下湖山、追至石塘大
洋、獲倭船十二艘、生擒一百三十餘人及倭弓
等器、送京師……
『太祖実錄』17）
1383 洪武16 弘和03 金郷、平陽、小䙍亭 寇金郷、平陽、小䙍亭、官兵敵卻之。 『籌海図編』
18）
1392 洪武25 明徳03 楽清 倭寇犯本都茅峴。 『永楽楽清県志』19）
1393 洪武26 明徳04 8 金郷 倭寇金郷。 『倭患考原』20）
1394 洪武27 明徳05 2 小尖亭、金郷衛
船九隻寇小尖亭、金郷衞。官軍擊退之、獲人
船各一。 『日本考略』
21）
1401 建文03 応永08 9 楽清蒲岐 九月二十四日、船六隻寇蒲岐所。 『日本考略』22）
1410 永楽08 応永17 10
楽清蒲岐 倭寇犯境攻城。蒲岐千戸所正千戸楊文率兵力戦、力寡不支、遂為賊所害。 『弘治温州府志』
23）
下保海面
千戸崔興與百戸馮春領戦艦防倭、遇倭舡二十
三隻、興與春率兵鏖戦自寅至申、矢砲俱盡、
為賊所害。
『弘治温州府志』24）
1411 永楽09 応永18 温州沙園 九年、復寇台之松門、温之沙園、嘉之乍浦。『浙志便覧』25）
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26） （明）薛俊『日本考略』、12頁。
27） 『弘治温州府志』天一閣蔵明代方志選刊続編、卷九、武勲、382頁。
28） 同書、384頁。
29） （清）張廷玉『明史』、卷三百二十二、列伝第二百十、外国三、日本、中華書局、1974年 4月8346頁。
30） （明）徐学聚『国朝典彙』、第四冊、卷一百六十九、日本、六、台湾学生書局、1968頁。
31） （明）王士騏『皇明馭倭録』北京図書館古籍珍本叢刊、卷二、書目文献出版社、1987年、30頁。
32） （明）鄭若曾「浙江倭変記」、『籌海図編』、巻五、321頁。
33） 『英宗実録』、正統八年秋七月庚申条、巻一〇六、中央研究院歴史語言研究所、1966年 9月、2151頁。
34） 『世宗実録』、嘉靖十二年十月壬申条、巻一五五、中央研究院歴史語言研究所、1966年 9月、3499頁。
35） （清）李応珏『浙志便覧』中国方志叢書、光緒二十二年刊本、卷八、595～596頁。
36） （明）何喬遠『名山蔵』、明崇禎十三年刊本、卷二十六、世宗五、成文出版社、1971年 1月、1506～1507頁。
37） 『瑞安県志』、稀見中国地方志彙刊十八、明嘉靖三十四年刻本、巻十、雑志、1992年12月 1日、824頁。
38） （清）李琬、斉召南『温州府志』、卷八、兵制、438頁。
39） 同上。
40） 『世宗実録』、嘉靖三十二年二月丙寅条、巻三九四、6936頁。
1412 永楽10 応永19 5 楽清 船十一隻寇楚門、盤石衞。出海官軍獲船一、併首級。 『日本考略』
26）
1413 永楽11 応永20 1
金郷 倭賊犯金郷衛沙園地方眉石奧。温州衛左所副千戸沈忠領軍對敵、時以兵少、遇害。 『弘治温州府志』
27）
楽清
盤石衛百戸羅銘率戦艦巡哨至分水山海面、遇
倭舡二十七隻、銘奮身馳入賊陣交戦、以寡不
敵衆、遂遇害。
『弘治温州府志』28）
1417 永楽15 応永24 金郷、平陽 倭寇松門、金郷、平陽。 『明史』29）
1418 永楽16 応永25 金郷 時
內官張謙及指揮千百戶等官使西洋諸番、還
至浙江金郷衛海上、猝遇倭寇。大敗之。 『国朝典彙』
30）
1420 永楽18 応永27 金郷 ……有倭寇三百餘人、船十餘艘、於金郷、福寧及井門、程溪等処、登岸殺掠、復東南行。『皇明馭倭錄』
31）
1422 永楽20 応永29 温州 二十年寇浙東、朱亮祖、徐忠擊敗之。亮祖破之於温州…… 『籌海図編』
32）
1443 正统08 嘉吉03 楽清
浙江黄岩県民周来保、福建龍溪県民鐘普福、
洪熙間俱困徭稅、叛入倭……至是、複道倭千餘
徒欲寇楽清県。先登岸偵之、既而倭遁去、二
人潛留県境往来䍓食為県官所執……
『英宗実錄』33）
1533 嘉靖12 天文02 10 温州
……浙江温台寧波等府並海諸県俱有海賊登岸
劫掠。官軍禦之、惟海門衛指揮楊淮差有斬獲
功、餘多不利……
『世宗実錄』34）
1542 嘉靖21 天文11 瑞安 倭船二艘由瑞安至永嘉之長沙、乘劃登岸、旋入台州、紹興、攻杭州。 『浙志便覧』
35）
1552 嘉靖31 天文21
4 温州 至是、倭萬餘人駕船千艘燒劫温州諸郡、破黄岩、掠之七日。 『名山藏』
36）
5
瑞安 海寇犯県東界、官兵迎敵、遁去。 『瑞安県志』37）
温州 寇温州台州、直薄省城、東南震動。 『温州府志』38）
11 温州、瑞安 復有攻犯温州、瑞安者、流劫仙居、天台至嵊県。『温州府志』39）
1553 嘉靖32 天文22 2 温州
倭夷犯温州。温州參將湯克寛等率舟師破之、
俘十一人、斬二十八級、餘多溺死…… 『世宗実錄』
40）
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41） 婁子匡『中国民俗志―浙江』、第十六冊、卷十八、災変、東方文化供応社、 9頁。
42） （明）鄭若曾「浙江倭変記」、『籌海図編』、巻五、328頁。
43） 同上。
44） 『永嘉縣志』、稀見中国地方志彙刊十八、明嘉靖四十五年刻増修本、卷五、秩官志、中国書店、1992年12
月 1日、587頁。
45） （明）何喬遠『名山蔵』、卷二十六、世宗五、1547頁。
46） 『世宗実録』、嘉靖三十四年閏十一月庚午条、巻四二九、7412頁。
47） （明）鄭若曾「浙江倭変記」、『籌海図編』、巻五、333頁。
48） （清）谷応泰「沿海倭乱」『明史紀事本末』、第三冊、八、卷五十五、商務印書館、52頁。
49） （清）李応珏『浙志便覧』中国方志叢書、光緒二十二年刊本、卷八、599頁。
50） 婁子匡『中国民俗志―浙江』、卷十八、災変、 9頁。
51） （明）鄭若曾「浙江倭変記」、『籌海図編』、巻五、341頁。
52） 同書、343頁。
53） 婁子匡『中国民俗志―浙江』、卷十八、災変、 9頁。
54） 『平陽県志』、稀見中国地方志彙刊十八、清康熙刻本、卷十二、雜志、中国書店、1992年12月 1日、1014頁。
55） 婁子匡『中国民俗志―浙江』、卷十八、災変、 9頁。
56） （明）鄭若曾「浙江倭変記」、『籌海図編』、巻五、343頁。
5 瑞安 倭寇入寇瑞安飛雲江。 『中国民俗志』41）
1554 嘉靖33 天文23
6 金郷 六月賊犯金郷、指揮王希禹、陳区擊敗之。 『籌海図編』42）
10
温州湖頭 賊自霓嶼登䫶、突至温州之湖頭。曜統兵禦之、敗績、乃力戰而死。 『籌海図編』
43）
楽清
温州衛指揮江九山、盤石衛指揮戴祀。嘉靖三
十三年十月、倭寇楽清大芙蓉郷、二人率兵往
御、伏起、死之。
『永嘉県志』44）
1555 嘉靖34 弘治01 11 楽清
倭自海上来、流劫楽清、黄岩、仙居、餘姚、
上虞、會稽諸県。守備劉隆、指揮閔溶禦之於
謝浦、死之。
『名山藏』45）
11
平陽 倭犯温州府之平陽、守備劉隆率兵禦之、遇賊子三港、敗績、隆及千戶劉綱、百戶張澄俱死。『世宗実錄』
46）
金郷、平陽 賊自南久山流入金郷、至平陽之三港、官兵邀擊、大破之。 『籌海図編』
47）
1556 嘉靖35 弘治02
4 温州 夏四月、倭薄温州。同知黄釧馳檄出迎擊……『明史紀事本末』48）
10 瑞安 在閩之倭又犯瑞安、指揮韓嵩瑞、紳王德戦歿。『浙志便覧』49）
12 温州 復有倭寇五百餘由閩来本府、同知黄釧禦於福寧州水北、死之。 『中国民俗志』
50）
1558 嘉靖37 永祿01
4
楽清 賊攻楽清県城……指揮劉茂、朱廷鑰、千戶周賓、百戶李爵、劉源死之。 『籌海図編』
51）
温州 賊攻温州府、官兵討平之。 『籌海図編』52）
温州 倭寇大擾、薄郡及各県。 『中国民俗志』53）
5 平陽 端陽日、倭寇由瑞安渡江至県東、登仙壇山、射矢城中、焼劫南門外及嶺門。 『平陽県志』
54）
10 温州 十一日倭寇犯境、是年倭寇三千有奇、自桐山突来屯住三魁十日、殺人溪水為赤。 『中国民俗志』
55）
3 楽清 賊犯楽清県、參將張鈇迎擊之、遇伏敗績。 『籌海図編』56）
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　表 1と図 1に示したように、洪武 2年（1369）から万暦37年（1609）まで、倭寇が温州を襲
撃した回数は51回に達している。洪武年間（1368-1398）が 9回、建文年間（1399-1402）が 1
回、永楽年間（1403-1424）が10回、正統年間（1436-1449）が 1回であった。そして、正統年
57） 同上。
58） 『世宗実録』、嘉靖三十九年六月乙巳条、巻四八五、8095頁。
59） （清）李応珏『浙志便覧』中国方志叢書、光緒二十二年刊本、卷八、600頁。
60） 『世宗実録』、嘉靖四十四年十二月辛巳条、巻五五三、8904頁。
61） （清）張廷玉『明史』、卷三百二十二、列伝第二百十、外国三、日本、8356頁。
62） 同上。
63） 『神宗実録』、万暦三十七年九月辛卯条、巻四六二、中央研究院歴史語言研究所、1966年 9月、8719頁。
1559 嘉靖38 永祿02 4 楽清 四月、賊犯楽清県。賊自石馬港入者二十餘人、參將張鈇射死其酋二人、賊驚潰奔遁。 『籌海図編』
57）
7 温州、平陽、泰順
……倭寇自閩流至温州、結巢小獲桐山、出掠
平陽、泰順等県…… 『世宗実錄』
58）
1561 嘉靖40 永祿04 4 温州 四十年、倭又寇寧波、温州、合建寧、連江諸賊、陷閩寿寧、政和、宣德等県。 『浙志便覧』
59）
1565 嘉靖44 永祿08 温州
是年四五月間、倭寇分道犯寧波、温州二府、
諸家尖、烏石塘等處、各官軍出海、斬獲功
……
『世宗実錄』60）
1574 万暦02 天正02 温州 二年犯浙東寧、紹、台、温四郡。 『明史』61）
1582 万暦10 天正10 温州 十年、犯温州、又犯廣東。 『明史』62）
1609 万暦37 慶長14 9 温州 ……遂至温州麦園頭、毀兵船、抵蝦飯湾、登岸殺我兵…… 『神宗実錄』
63）
注：月は全て旧暦である。
図 1　倭寇の明代各年における温州襲撃回数
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間と嘉靖年間（1522-1566）との間に倭寇による襲撃はほとんど見られない。しかし、嘉靖年間
になると、倭寇の襲撃は急増し、合計で27回に達している。その次の万暦年間（1573-1620）が
3回であった。万暦以降の倭寇による襲撃が見られない。図 1からわかるように、嘉靖年間に
倭寇が頻繁に温州を襲撃したことが明らかであり、倭寇の襲撃は嘉靖31年（1552）から嘉靖44
年（1565）までの14年間に集中していることがわかる。とくに嘉靖37年（1558）と38年（1559）
の二年間において倭寇が頻繁に温州を襲撃した。次節では、その原因を、嘉靖年間における温
州を襲撃した倭寇の実態から述べたい。
二、嘉靖年間における温州を襲撃した倭寇の実態
　倭寇が温州を襲撃した時期は図 1からも明らかなように嘉靖年間、特に嘉靖31～44年の14年
間に集中している。周知の如く、嘉靖年間の倭寇は嘉靖 2年（1523）に起こった「寧波の乱」64）
64） 「寧波の乱」が発生した原因の一つとして、鄭䖻生氏は『明・日関係史の研究』において、「この乱は細
川氏の使節宋素卿と、市舶太監頼恩との不正により、後者の宋素卿一行の荷物を先に盤験し、宴飲の場合
も、彼らを上席に据えたために惹起こされたものであるとしているが、双方の宿所の分配問題と、その待
遇の不公平も、事件の導火線の一つであろう」と述べている。（鄭䖻生、『明・日関係史の研究』、雄山閣出
版、1985年 1月、286頁。）
図 2　明代温州の地図
出典：（明）鄭若曾、『籌海図編』、巻五、中華書局、2007年 6月、288‒289頁より引用。
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を発端とし始まった。この乱は、大内家の謙道宗設と細川家の鸞岡瑞佐が統率した二つの日本
の朝貢使節が寧波府で朝貢の先後を争って乱を起こしたとされる。この時期以降に倭寇の中国
への襲撃も急増し、温州もそれから免れることはなかった。
　そこで本節では、嘉靖年間における温州を襲撃した倭寇の実態について述べたい。嘉靖年間
の倭寇は、一般に「嘉靖大倭寇」65）とされる。例を挙げれば、『籌海図編』、巻十一、「経略一」に、
禦海策要云、為民禦亂、莫若絕斯民從亂之心。今之海寇、動計數萬、皆托言倭人、而其實
出於日本者、不下數千、其餘則皆中國之赤子無賴者、入而附之耳。大略福之漳郡居其大半、
而寧、邵往往亦間有之、夫豈盡為倭也……66）
とあり、当時、倭寇の構成員の中には日本人がいたが、日本人よりさらに人数が多かったのが
中国人であったとされる。また、これらの海寇の集団を構成したのは、主として福建の漳州出
身者であり、他に寧波・紹興出身者もいた。さらに、『世宗実錄』、嘉靖34年（1555） 5月壬寅
（九日）の条に、
夫海賊稱亂、起於員海奸民通番互市、夷人十一、流人十二。寧・紹十五、漳・泉・福人十
九、雖概稱倭夷、其實多編戶之齊民也67）。
とあり、当時、倭寇の構成員の中には外国人、すなわち日本人やポルトガル人がいたとされる
が、それらは少数であり、大部分が中国人から構成された海寇集団であった。そのうち、海賊
と呼称されたのは、沿海の奸民が外国人と交易するものであり、外国人が 1割、流人68）が 2割
であった。中国国内の出身者については、寧波・紹興近郊の住民が 5割、漳州・泉州の人が 9
割であった。それらを一般に倭夷と称していたが、実際は中国国内の庶民が多いと見られた。
このことから、福建において密貿易を行う、あるいは海寇となった人々は多数であったことが
わかる。
　海寇集団の各頭領に関しては、『籌海図編』、卷八、「寇踪分合始末圖譜」にすでに分類されて
いる69）。
65） 前掲田中健夫『倭寇―海の歴史』、137‒138頁。
66） （明）鄭若曾「経略一」、『籌海図編』、巻十一上、671頁。
67） 『世宗実録』、嘉靖三十四年五月壬寅条、巻四二二、7310頁。
68） 「流人」の定義に関して、『明史・食貨志』に「其人戶避徭役者、曰逃戶、年飢而避兵他徙者曰流民。」と
記されている。すなわち、徭役を避けるため逃亡した人は「逃戶」、飢饉が起こり、あるいは兵乱を避ける
ため遷移した人は「流民」と呼ばれる。
69） 以下、14の海寇集団頭領の名前は、佐久間重男「嘉靖海寇史考―王直をめぐる諸問題」、（『日明関係史
の研究』、吉川弘文館、1992年 2月、258頁）を参考に整理した。
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1．金子老、李光頭（李七）
2．許楝（許二）
3．王直（汪直・汪五峰）
4．陳思盼（陳思泮とも記す）、鄧文俊、林碧川、沈南山
5．蕭顯
6．鄭宗興、何亞八、徐銓（徐惟學、徐碧溪）、方武
7．徐海（明山和尚）
8．陳東（薩摩領主の弟と称す）
9．葉明（葉麻・麻葉）
10．洪澤珍（洪迪珍）
11．嚴山老
12．許西池（許朝光）
13．蕭雪峰、張璉
14．謝老（謝策）
　上記の14の集団の頭領の出身地に関して現在知られている限りでは、許楝、王直、徐銓、徐
海は徽州（現在の安徽黄山市）、蕭雪峰、張璉は広東、金子老、李光頭、厳山老、鄧文俊、洪澤
珍、许西池、謝老は福建出身者70）であった。頭領のみではあるが、福建出身者が多数を占めて
いたことがわかる。また、鄭若曾、「寇踪分合始末図譜」、『籌海図編』に、
右賊凡十四蹤、皆昭灼人之耳目、故詳列之。其餘或入寇而姓名不傳、或有名賊酋而未嘗專
主兵柄、與夫事跡之未詳者、不敢濫錄也71）。
とあり、「右の賊、凡そ十四踪は皆な人の耳目に昭灼せる故に之を詳列す。その余の、或いは入
寇すれども姓名伝わらず、或いは名ある賊酋なれども未だ嘗て兵柄を專主せざるは、かの事跡
の未だ詳かならざる者とともに、敢えて濫りには錄せざるなり」と述べられる。これにより、
これら14の海寇集団の頭領がいずれも名だたる海寇で、また彼ら以外にも海上で横行する名も
知られない賊酋が存在していたことがわかる。また、これら頭領の中に、倭寇の牛耳を執って
いたのは王直であった。王直がどのように倭寇の頭領になったかについて、佐久間重男氏は、
70） 金子老、李光頭、許楝、王直、徐銓、徐海、洪澤珍、厳山老、许西池、張璉、謝老等の出身地に関して
は、鄭広南『中国海盗史』の184、185、198、205、206、211、212、215頁を参考にした。蕭雪峰に関して
は、冷東「明代潮洲海盗论析」『中国社会经济史研究』の10頁を参考にした。鄧文俊に関しては、鄭若曾
「浙江倭変記」『籌海図編』の324頁を参照。
71） （明）鄭若曾「寇踪分合始末図譜」、『籌海図編』、巻八下、597頁。
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「海寇王直らの史上に現れる最初の拠点は、すでに密貿易の根拠地となっていた浙江海上の六横
島にある双嶼島である」とされている72）。王直らが海外貿易に乗り出す以前、すでに広東・福
建・浙江沿海の一帯には多数の密貿易者や海寇の活動がみられていた73）。王直勢力の台頭に関し
て、『籌海図編』、「寇踪分合始末圖譜」に、
雙嶼港之寇、金子老倡之、李光頭以梟勇雄海上、金子老引為羽翼。䋻金子老去、李光頭獨
留。而許楝、王直則相繼而興者也74）。
とあり、金子老、李光頭などの勢力が弱体化したことから、許楝、王直がそれらを引き継いで
倭寇の主体として活動していたと記されている。この段階では、王直はまだ許楝の部下であっ
た。しかし、嘉靖27年（1548）に許楝が明王朝に捕らわれた。それは、
（嘉靖）二十七年、許楝為都御史朱紉（紈）所破、王直收許楝餘黨、自作船主、復肆猖獗75）。
とある。この事件において、王直は許楝の部下を引き継ぎ、一部の倭寇を統率する頭領となっ
た。そして、この事件がもたらした影響について、
此浙、直倡禍之始、王直之故主也。初亦止勾引西番人交易、嘉靖二十三年始通日本、彝夏
之釁開矣。許楝滅、王直始盛76）。
とあり、倭寇が浙江、直隷へ侵入することが頻繁になり、王直勢力が次第に強大化したとされ
ている。その後、王直が他の海上勢力を合併し、自分の勢力を強固にすることに力を入れた。
その結果、嘉靖31年（1552）に、
廣東賊首陳思盼自為一䑸、與直弗協。（嘉靖）三十一年、直用計殺之。由是、海上寇非受直
節制者、不得自存。王直之名始震海上77）。
とあり、嘉靖31年（1552）に王直が陳思盼を殺し、当時の海上勢力を支配する唯一の覇者とな
った。その後、倭寇の活動が一層頻繁になった。この時点で、「由是、海上寇非受直節制者、不
72） 佐久間重男「嘉靖海寇史考―王直をめぐる諸問題」、『日明関係史の研究』、264頁。
73） 同書、261頁。
74） （明）鄭若曾「寇踪分合始末図譜」、『籌海図編』、巻八下、570頁。
75） 同書、571頁。
76） 同上。
77） 同上。
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得自存」とあるように、倭寇の温州への襲撃はほとんど王直の配下の海寇集団が行ったことが
わかる。頻繁に中国の沿海部を襲撃し、海禁政策を無視し密貿易を行っていた王直が、明王朝
からの取り締まりから免れることはなかった。
　次に、王直の海寇集団が行った温州への襲撃について述べたい。それについては、『籌海図
編』、「寇踪分合始末圖譜」の王直に関する記事に、
（嘉靖三十一年）直以殺陳思盼為功、叩開獻捷、求通互市、官司弗許。直因求開市不得、分
掠浙東濱海郡県、祭毒數千里。福清、黄嚴、昌國、臨山、崇德、桐郷皆為攻墮78）。
（嘉靖）三十一年五月、攻瑞安79）。
と記されている。このことは『名山藏』にも見られる。
（嘉靖三十一年四月）徽人王直者、為倭僧故。都御史朱紈嚴海禁絕倭、海上諸豪遂負倭所
市。倭失貨競責直、直無所出亡據海島上、因聚亡命徐海、陳東等為將領、數勾引諸倭奴入
寇浙東。至是、倭萬餘人駕船千艘燒劫温州諸郡、破黄岩、掠之七日80）。
とあり、安徽出身の王直が日本の島嶼に依拠して日本人と結託し、浙江の東部に頻繁に侵入し
ていたことから、嘉靖31年（1552） 5月に温州を襲撃したのが王直であったことがわかる。ま
た、同書の鄧文俊、林碧川、沈南山に関する記事に、
鄧文俊、林碧川、沈南山屯日本楊哥、嘉靖三十一年四月入寇、五月入瑞安81）。
という記録が見られる。つまり、嘉靖31年（1552） 5月に温州を襲撃した倭寇は王直、鄧文俊、
林碧川、沈南山が統率した海寇集団であったことが断定できる。その翌年（嘉靖32、1553年）、
剽忽往来不可測、温、台、寧、紹俱罹其患82）。
とあるように、明軍の攻撃を受けた王直の海寇集団が敗走し、温州などを襲撃した。また、嘉
靖35年（1556）には、
78） 同上。
79） （明）鄭若曾「寇踪分合始末図譜」、『籌海図編』、巻八下、572頁。
80） （明）何喬遠『名山蔵』、卷二十六、世宗五、1506～1507頁。
81） （明）鄭若曾「寇踪分合始末図譜」、『籌海図編』、巻八下、574‒575頁。
82） （清）谷応泰「沿海倭乱」『明史紀事本末』、第三冊、八、巻五十五、45頁。
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海既敗沒、其黨散走……一支據定海丘家洋、阮公與總兵俞大猷、盧䦲、署參將鄭應麟合兵
圍之、賊潰走。踰桃花嶺、渡寧溪、歷䥭県、奉化、寧海、與官兵戰於台州兩頭門。把總指
揮范□死焉。賊突走温州、至福寧得舟而遁83）。
とあるように、王直集団の徐海が敗亡した後、その部下が温州を襲撃し、福建まで逃走した。
　しかし、温州は必ずしも王直らからの脅威だけではなく、南に接している福建からも常に海
寇が攻めてきた。たとえば、『世宗実録』、嘉靖31年（1552） 4月癸丑（一日）の条、
漳、泉海賊勾引倭奴萬餘人、駕船千餘艘、自浙江舟山、象山等處登岸、流劫台、温、寧、
紹間、攻陷城塞、殺虜居民無數84）。
とあり、福建の海寇が倭人万余人を誘い込み、千余隻に上船し、浙江舟山、象山等の所に上陸
し、温州まで侵入していた。城が落とされ、多数の居民が殺害されたことがわかる。また『世
宗実録』、嘉靖35年（1556）正月癸亥（三日）の条に、
福建倭寇流入浙江界、與錢倉寇合85）。
とあるように、福建の海寇が倭寇集団と協同し、浙江に流入し、温州平陽にある銭倉の海寇集
団と合流したことが見られる。このことから、福建の海寇集団が直接南から温州に入ったこと
がわかる。
三、嘉靖年間における倭寇が頻繁に温州を襲撃した原因
　それではなぜ嘉靖年間、とくに嘉靖37年（1558）と38年（1559）の二年間に、倭寇が頻繁的
に温州に侵入したかという問題について考えてみたい。おそらく当時の倭寇の頭領であった王
直が明王朝に捕らわれ、そして嘉靖38年（1559）に処刑されたことと関係があると予想される。
この問題に示唆を与えるのが、清代の谷応泰がまとめた『明史紀事本末』、卷五十五、「沿海倭
乱」である。それによると、
然（王）直雖就誅、而三千人皆直死士、無所歸、益圭恨、復大亂86）。
83） （明）鄭若曾「浙江倭変記」、『籌海図編』、巻五、340頁。
84） 『世宗実録』、嘉靖三十一年四月癸丑条、巻四七四、7954頁。
85） 『世宗実録』、嘉靖三十五年正月癸亥条、巻四三一、7439頁。
86） （清）谷応泰「沿海倭乱」『明史紀事本末』、第三冊、八、巻五十五、55頁。
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とあるように、王直が誅殺され、倭寇の集団を統率できる実力者がいなくなり、その残党が反
乱を起こしたとされる。そこで王直が逮捕され、処刑された事情を検討してみたい。明代の鄭
若曾が書いた『籌海図編』、巻九、「擒獲王直」に、次のように見える。
公（胡宗憲）知海上諸賊惟（王）直多智習兵、久雄異域、得人心、為難制。其餘皆鼠子輩、
無足慮。諸將亦云、以犬易虎、不可失也。遂遣（王）滶往。直乃桀然入定海關、詣軍門、
謁見公。時嘉靖三十六年十一月也……公就命軍吏執之、押付按察司獄87）。
　王直は倭寇の頭領であり、王直を捕らえれば、倭寇を平定することができると考えられてい
た。そこで、嘉靖36（1557）年11月に総督胡宗憲が計略をめぐらし、王直を定海關に誘い出し
逮捕したとある。その後、『籌海図編』、巻八下、「寇踪分合始末圖譜」に、
（嘉靖）三十八年十二月、奉詔斬（王直）首於浙江省城市曹88）。
と記されように、王直は嘉靖38年（1559）12月に処刑された。ここで興味深いのは、王直が逮
捕された前に連れてきた三千人の死士である。この三千人に関して、『明史紀事本末』、卷五十
五、「沿海倭乱」、に
（嘉靖）三十六年冬十一月、海寇汪直伏誅、徐海等既死。汪直復糾䱾三千餘入寧波岑港、大
掠四境89）。
とあり、この三千人が最初寧波の岑港付近で掠奪していたことがわかる。また、王直が逮捕さ
れた後、この三千人の行方に関しては、『籌海図編』、巻九、「舟山之捷」（嘉靖37年 2月）に見
える。
嘉靖戊午春二月、總督侍郎胡宗憲擒獲元兇王直。其餘黨泊舟山之岑港、倚險列柵、勢甚猖
獗……時都指揮戴冲霄先用火攻、殺傷頗多。公許全捷、俱準首功、禁取級、以妨前進、我
兵蹂屍而戰、賊大敗、奔舟。忽港側炮聲大震、復擁䱾登陸、抄後死戰……由是賊勢日孤、
為守益堅……已而賊果由二處奔沈家門、與岑港合䑸……我兵乘隙進攻、賊䱾大亂。夜分縱
火焚其舟、死者無算、餘各奔歸巢穴。我兵躡之、斬柵而入、斬馘百餘級。賊復奔柯梅嶺、
我兵追之、火其巢廠。賊勢窘甚、遁出浦口。張四維與指揮朱尚禮等舟師追至俞山外洋。見
87） （明）鄭若曾「擒獲王直」、『籌海図編』、巻九、623頁。
88） （明）鄭若曾「寇踪分合始末図譜」、『籌海図編』、巻八下、573頁。
89） （清）谷応泰「沿海倭乱」『明史紀事本末』、第三冊、八、巻五十五、55頁。
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賊連艘而行、遂以兵船潛伏山下、而以小艇嘗之。賊果逐利来追、伏兵大起、夾擊之。犁䗻
四舟、擒其渠魁汪印山、陳禮等、斬首九十餘級、溺死者不計。王直之黨、至是盡矣90）。
　この三千人は明軍による猛烈な攻撃を受け、大多数を失った。戦闘の最中に倭寇の援軍が合
流したにもかかわらず、明軍に敵対することができなくなり、最終的に王直が連れてきた三千
人の大部分が壊滅した。しかし、ここで注目すべき点は、「王直之黨、至是盡矣」という記述で
ある。この攻撃を受けた王直の残党は全滅したと記されているが、全滅していなかったとされ
る。ここでは、『世宗実錄』、嘉靖38年（1559） 7月戊子（十九日）の条に異なる記述が見られ
る。科道官羅嘉賓が、
先是、巡按浙江禦史王本固、南京禦史李瑚、各參劾總督浙直都禦史胡宗憲岑港餋寇、温、
台失事、掩敗飾功之罪。詔下查盤。科道官羅嘉賓、龐尚鵬從實核報。至是、嘉賓等奏覆、
岑港倭凡五百余人、於三十六年十一月隨王直至求市易。及王直被擒、見官兵浸逼燒船、上
山據險屯駐。至三十七年七月間、攜帶桐油、鐵釘移駐柯梅造舟。至十一月舟成於十三日開
洋去訖……91）
と報告しているように、王直に岑港に連れられてきた倭寇の五百人が、おそらく前述した三千
人の一部であって、嘉靖37年（1558） 2月の舟山における明軍の攻撃から逃れ、しかも舟山の
柯梅で舟を造り、11月に離れ浯嶼に行ったからである。また、『世宗実錄』、嘉靖42（1563）年
9月丙申（二十二日）の条に、　
丙申、故海寇王直餘黨洪迪珍降、伏誅。迪珍、漳州人、初與直通畨、後直敗、其部下殘倭乃
依迪珍、往来南澳、浯嶼間。懼官軍誅之、聲言聽撫而剽掠如故。至是勢窮、率其子文宗、自
詣福建海道副使邵䖦所、願立功自效。總督都禦史張䠏收下獄、馳疏以聞。詔、即其地斬之92）。
と記されるように、南澳、浯嶼で活動していた。かつて王直の残党であった洪迪珍（洪澤珍）
が明王朝に帰順しようとしていたが、断られ処刑されたということで、王直の残党が少なくと
も嘉靖42（1563）年まで活動していたことがわかるであろう。もし本当にそうであるとすれば、
嘉靖37（1558）年10月に温州を襲撃した倭寇は、
90） （明）鄭若曾「舟山之捷」、『籌海図編』、巻九、624～625頁。
91） 『世宗実録』、嘉靖三十八年七月戊子条、巻四七四、7954頁。
92） 『世宗実録』、嘉靖四十二年九月丙申条、巻五二五、8567頁。
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十一日倭寇犯境、是年倭寇三千有奇、自桐山突来屯住三魁十日、殺人溪水為赤93）。
とあるように、王直が逮捕された後沿海部を襲撃した倭寇の一部であったと推測できる。その
根拠は、『世宗実錄』、嘉靖38年（1559） 7月戊子（十九日）の条、科道官羅嘉賓の報告に見ら
れる。
……今泊福建浯嶼、其温州三十七年之寇、則自三月間至、流劫楽清、瑞安、永嘉、平陽等境
府城、及瑞安、楽清二県、磐石、寧村等所皆被圍逾月、殺指揮劉茂、朱廷鑰、千戶周賓、百
戶劉源、季爵、秦杭、郷官僉事王德、醫官王崇大等。至六月初由飛雲港等處開洋而遁……94）
　嘉靖37年（1558） 3月に倭寇は温州に侵入し、温州地域の府県をおよそ 3ヶ月間包囲し、 6
月になってから飛雲港から離れた。これにより、頭領の王直が倭寇の中でどれほど影響力を持
っていたかが窺える。また、王直が逮捕され、処刑されたことが、ある程度、倭寇が温州を頻
繁に襲撃したことを促したと推察される。王直が逮捕されたから処刑されるまでの期間は倭寇
が頻繁に温州を襲撃した、嘉靖37年（1558）と38年（1559）の二年間にほぼ一致する。
　以上のことから、嘉靖37年（1558）と38年（1559）の二年間に、倭寇が頻繁的に温州に侵入
していた要因がわかる。しかしながら、王直が逮捕され処刑されたことが、倭寇が温州を頻繁
に襲撃したことを促した人為的な要因とすれば、一方で次に述べる地理的な要因も存在すると
考える。
　浙江省東南丘陵に位置する温州は三面が山に囲まれ、東には海に面する地形で、周囲の地域
と比べると比較的に交通が不便な地域である。とくに、倭寇が攻めてくる際、地形が原因で、
温州の外から支援してきた明軍の多くが戦機を失った。例を挙げれば『明史』、巻二百十二、戚
継光伝には、
嘉靖三十六年、倭犯楽清、瑞安、臨海、繼光援不及、以道阻不罪95）。
とあり、道が険しいため、明の将軍戚継光が率いた援軍が温州への支援に間に合わなかったと
している。
　さらに、温州付近の海域には多数の小島が散在している。『籌海図編』と顧祖禹の『読史方輿
紀要』に記されている次の記述が参考になるであろう。
93） 婁子匡『中国民俗志―浙江』、卷十八、災変、 9頁。
94） 『世宗実録』、嘉靖三十八年七月戊子条、巻四七四、7954‒7955頁。
95） （清）張廷玉『明史』、卷二百十二、列伝第一百、5611頁。
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南久、鳳凰山此䒭闊大、坐臨深海。山外大洋、別無山島。賊自國初以来、俱經此棲泊、實
巢穴也。風順一二潮可至飛雲港96）。
南久山、在県東海中、有平壤數千畝、稱饒沃。環海負島、逋逃之徒、易以蕃聚。倭寇每出
沒於此。其北接鳳凰山、山䒭闊大、坐臨深海、山外皆大洋、別無山島。自明初以来、倭寇
皆經此棲泊、恃為巢穴、乘潮御風、直抵飛雲港、此哨守要地也97）。
東洛山在県東南海中。倭寇南北往来、往往泊舟取水於此。隆慶中、設舟師戍守。南龍山、
在県東海中、倭自北洋而来、此為必經之道。其相近者又有銅盤山、亦倭舶內犯之道也。又
洋嶼在県東南江口關、水師每駐泊於此98）。
倭寇は大陸に侵入する前に、常にこれらの小島を根拠地として使っていたということがわかる。
温州付近には南久、凤凰山、東洛山、南龍山などのような、進むときは大陸に進出する基地と
して、退いて死守するときは難攻不落の要塞として使える島々がある。これらの島々は倭寇の
温州への侵攻における温床の地となっていた。
おわりに
　14世紀から16世紀にかけて東アジア海域で活動していた倭寇が中国大陸の沿海部に頻繁的に
侵入していた。とくに浙江省の東南部に位置する温州は倭寇による襲撃から免れなかった。倭
寇による襲撃が温州に大いなる損害をもたらした。
　上述のように、洪武 2年（1369）から万暦37年（1609）までに、倭寇が温州を襲撃した回数
は51回に達している。また、明代温州を襲撃した倭寇の活動はほとんど嘉靖年間（1522-1566）
に集中していた。とくに嘉靖37年（1558）と38年（1559）の二年間に倭寇の侵入が多かったこ
とが判明した。
　嘉靖年間における温州を襲撃した倭寇の実態に関しては、日本の島嶼に依拠し活動していた
王直の海上勢力と福建の海寇がその多数を占めていた。倭寇の構成員を見れば、その一部は日
本人であるが、多数を占めていたのが福建出身者であり、寧波・紹興出身者もいた。嘉靖年間
に温州を襲撃した倭寇の中には、王直のような日本の島に依拠し活動していた海上勢力だけで
はなく、温州と隣接する福建から常に侵入していた海寇も存在していたのである。さらに、と
くに温州に大きな被害を与えた嘉靖31年（1552） 5月の倭寇の襲撃を主導していたのは王直、
96） （明）鄭若曾「浙江事宜」、『籌海図編』、巻三、352頁。
97） 顧祖禹『読史方輿紀要』、中華書局、2005年、4351頁。
98） 同上。
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鄧文俊、林碧川、沈南山が統率していた海寇集団であったことが明らかとなった。その他に、
嘉靖32年（1553）と嘉靖35年（1556）と嘉靖37年（1558）に温州を襲撃したのも王直の海寇集
団であった。
　そして本論文で問題として取り挙げた嘉靖37年（1558）と38年（1559）の二年間に倭寇が頻
繁に温州に侵入していたことについては、当時倭寇の頭領であった王直が明王朝に捕らわれ、
嘉靖38年（1559）に処刑されたからであることが知られる。王直が誅殺され、倭寇の集団を統
率できる実力者がいなくなったことで、その残党が反乱を起こし、温州にも大きな影響をもた
らした。王直が逮捕され処刑されたことが、倭寇が温州を頻繁に襲撃することを促したと推察
される。また、地理的な要因から見れば、温州付近の沿海に散在している島々が基地として倭
寇に使われていたことは明白である。これは、他の沿海地域とは異なり、温州を襲撃した倭寇
の一つの特性である。倭寇が常にこれらの島々を大陸への経由地として利用して活動していた
のである。
